
鬼哭の島

1
「アリゾナ記念館」の大理石に
刻まれた戦死者名
日本軍の奇襲攻撃で米軍戦艦10隻
が撃沈された。海底の「アリゾナ
号」艦内には今も1102人の遺骨が
眠る
オアフ島、ハワイ　2005年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

2
「アリゾナ号」から浮びあがる
油の紋様
アメリカ人はこの油の玉を、「ア
リゾナ号」が戦死者へ向けて流す
“黒い涙”と呼んでいる
オアフ島、ハワイ　2005年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

3
火炎樹の花
ガダルカナル島での日本軍戦死者
は、そのほとんどが飢餓と病死と
され「餓島」の異名がある
ガダルカナル島、ソロモン諸島　2007
年1月
発色現像方式印画
作家蔵

4
米軍の水陸両用戦車
米軍はルンガ飛行場に近いレッド
ビーチのほか、ここテテレの海岸
からも上陸した
ガダルカナル島、ソロモン諸島　2007
年1月
発色現像方式印画
作家蔵

5
煙をあげる花咲山（タブルブル山）
手前は日本海軍の旧東飛行場。山
本五十六連合艦隊司令長官は海軍
機でここを離陸、ブーゲンビル島
で墜落、戦死した
ラバウル、パプアニューギニア　2009
年2月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

6
海辺の山に掘られた巨大な壕
舟艇の隠れ処でもあったのか。ト
ラックが入るような壕が目を引い
た。水溜まりに浮かぶ物体が不気
味な光を放っていた
ラバウル、パプアニューギニア　2009
年2月
発色現像方式印画
作家蔵

7
ニューギニア戦線の惨状を目撃
してきた巨木
戦闘というより飢えと病気に苦しむ
日本軍の敗残兵がこの地を彷徨し、
倒れた兵士は置き去りにされた
マダン、パプアニューギニア　2009年3月
発色現像方式印画
作家蔵

8
日本陸軍の百式重爆撃機「呑龍」
の残骸
ジャングルのなかに残り、隣接す
るアレクシス飛行場は原野と化し、
巨大な爆弾跡が目についた
マダン、パプアニューギニア　2009年3月
発色現像方式印画
作家蔵

9
米軍が上陸したボスネックの海岸
米軍は島南東部のこの海岸から圧
倒的な物量の兵力を上陸させ、迎
え撃つ日本兵に火力を浴びせた
ビアク島、インドネシア　2007年7月
発色現像方式印画
作家蔵

10
野ざらしにされてきた日本兵の
遺骨
ビアク島で戦死した日本軍将兵は
約1万2000人。このうち1999年以
降、収集帰還した遺骨は約850柱
（太平洋戦史館）にすぎない
ビアク島、インドネシア　2007年7月
発色現像方式印画
作家蔵

11
ビアク島の空
数人の遺族による小さな慰霊祭が
行われた。遺骨にお線香を手向け
ていると蝶が2匹3匹と周囲を舞っ
て離れなかった
ビアク島、インドネシア　2007年7月
発色現像方式印画
作家蔵

12
島中に掘り巡らされた地下壕
日本軍は壕にこもり、米軍と白兵
戦を交わした。米軍が上陸した浜
は血で染まり、オレンジビーチの
名で呼ばれている
ペリリュー島、パラオ　2004年10月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

13
地下壕と慰霊碑
ペリリュー戦を指揮した連隊長の
中川州男大佐は、玉砕を告げる
「サクラ、サクラ…」を打電し、こ
の場で自決したとされている
ペリリュー島、パラオ　2004年10月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

14
洞窟でみつかった日本兵の遺骨
線香を手向け合掌し向かい合う。
汗がピントグラスを濡らし、頭骨
が泣いていた
レイテ島、フィリピン　2005年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

15
白いブーゲンビリアの花
飢餓地獄となったカンギポット山
麓のビリヤバの町、南国の花が目
を引いた
レイテ島、フィリピン　2005年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

16
米軍が上陸したススペビーチ
日米の白兵戦で浜は血で染まった。
今はリゾートの中心になり、日本
からの客も多い
サイパン島、北マリアナ諸島　2004年
12月
発色現像方式印画
作家蔵

17
バンザイクリフの海
サイパン戦では戦火に巻き込まれ
た多くの一般島民が、このクリフ
から身を投げた
サイパン島、北マリアナ諸島　2009年
7月
発色現像方式印画
作家蔵

18
広島への原爆搭載記念碑
米軍B-29「エノラ・ゲイ号」は、
ここで原爆「リトルボーイ」を搭
載、広島へ向け離陸した
テニアン島、北マリアナ諸島　2004年
12月
発色現像方式印画
作家蔵

19
日本海軍通信隊送信所の廃墟
真珠湾からの「トラ、トラ、トラ
…」はここで中継され、大本営へ
伝えられた
テニアン島、北マリアナ諸島　2004年
12月
発色現像方式印画
作家蔵

20
摺鉢山と南海岸
硫黄島の死闘はこの浜から始まり、
日本の兵員のほとんどが戦死。米
軍も太平洋戦で最も多くの死傷者
を出している
硫黄島、小笠原諸島　2006年6月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

21
日本軍司令部が置かれていた
「栗林壕」
硫黄島の地下壕は延べ18キロにも
及び、栗林陸軍中将はここで指揮
をとったが、最期の真相はわかっ
ていない
硫黄島、小笠原諸島　2006年6月
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

22
ガラビ壕（ヌヌマチガマ）
陸軍第24師団第一野戦病院分院が
置かれ、最終戦でとり残された傷
病兵が、薬物で処置されるなど約
500人が戦没したとされる
沖縄県　2009年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

23
日本兵の軍靴
沖縄戦では日本人軍民全体で18万
8136人が戦没した。そのうち軍関
係だけで推計9万4000人（沖縄県
福祉援護課）が戦死している
沖縄県　2009年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

24
身元不明水兵の墓石
パールハーバーでのアメリカ水兵
の戦死者は、多くがパンチボール
の国立墓地に眠っている
オアフ島、ハワイ　2005年5月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

25
墜落戦死した日本兵の記念碑
米軍は真珠湾攻撃で戦死した日本
兵を、軍葬で弔い、モニュメント
を残している
オアフ島、ハワイ　2005年5月
585×390
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

26
アウステン山に近いギフ高地
岐阜部隊が多く交戦したことから
名がついたとされる。頂上付近で、
日本兵のものと思われる遺骨がみ
つかった
ガダルカナル島、ソロモン諸島　2007
年1月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

27
米軍戦闘機・グラマンコルセア
の残骸
太平洋戦後半の主力機で、日本軍
が誇ったゼロ戦の性能を上回った
ガダルカナル島、ソロモン諸島　2007
年1月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

28
第11航空艦隊指揮所跡
山本五十六長官が戦死する前、最
後の会議を開いたとされるが定か
ではない
ラバウル、パプアニューギニア　2009
年2月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

29
航空艦隊指揮所内部
制空、制海権が奪われるなか、ど
んな指揮がなされたのか。天井に
は作戦地図が描かれている
ラバウル、パプアニューギニア　2009
年2月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

30
入り江に据えられた日本軍の砲台
激しい地上戦がなかったため、そ
のままのかたちで残っている
マダン、パプアニューギニア　2009年2月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

31
日本軍船舶の巨大スクリュー
砲台近くの入り江には兵舎跡、戦
車の残骸が放置され、前線の兵站
基地だったことを告げていた
マダン、パプアニューギニア　2009年3月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

32
歩兵第222連隊の司令部があった
西洞窟
内部には野戦病院も置かれ、激し
い砲爆撃と火攻めに遭い、多数の
傷病兵が凄惨な最期を遂げた
ビアク島、インドネシア　2007年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

33
火攻めに使われたと思われる
ガソリンタンク
闇に包まれた洞窟内の状況からは、
阿鼻叫喚の様が想像できる
ビアク島、インドネシア　2007年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

34
慰霊碑に手向けられた遺影
一人ひとりの遺影には家族、愛す
る人の哀惜の涙が込められている
ビアク島、インドネシア　2007年7月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

35
慰霊碑の前のフレンチペニーの花
ビアク島での日本軍戦死者のうち、
そのほとんどが野ざらしにされ、
土に埋もれたままである
ビアク島、インドネシア　2007年7月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

36
海中に墜落したままの日本軍の
ゼロ戦
パラオは南洋のリゾート地。日本
からの客も多いが、「戦争」に関心
を持つ人はほとんどない
コロール島、パラオ　2004年10月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

37
南洋の花ハイビスカス
ペリリュー島は猫の額ほどしかな
い小さな島。ここで日本軍1万人、
米軍4万人が殺し合った
ペリリュー島、パラオ　2004年10月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

38
朽ち果てた米軍爆撃機
密林のなかには形をとどめない、
米軍の水陸両用戦車の残骸も目に
ついた
アンガウル島、パラオ　2004年10月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

39
米軍が上陸したレッドビーチ
コバルトブルーの海、波が兵器の
残骸を洗っていた
アンガウル島、パラオ　2004年10月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

40
タクロバンのレッドビーチ
米軍は島、東海岸のこの浜からド
ラグにかけ4個師団、10万の大軍
を上陸させ、日本軍を壊滅した
レイテ島、フィリピン　2005年5月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

41
オルモックの街に残る
「ブロックハウス」
米軍は西のオルモックにも攻め入
り、抗戦した日本軍は全滅した。
当時の豪邸跡が狂気の戦闘を物
語っている
レイテ島、フィリピン　2005年5月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

42
カンギポット山麓の慰霊所
米軍は日本軍を東のタクロバンと
西のオルモックから攻め、カンギ
ポット山麓では約1万5000人の日本
軍将兵が飢えと病気で没している
レイテ島、フィリピン　2005年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

43
飢餓地獄となったカンギポット
山麓
山中に追い込まれ飢えに苦しむ日
本兵は、住民の食糧を掠奪、蛇、
トカゲ、ネズミまで食い、「人肉
事件」も起きている
レイテ島、フィリピン　2005年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

44
日本海軍第5根拠地隊司令部壕
サイパン全滅当時、壕の周辺は戦
死者の死骸で埋まっていたとの証
言がある
サイパン島、北マリアナ諸島　2007年
12月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

45
壕内に残された貝塚
飢餓に苦しむ日本兵がジャングル
で巻き貝に似たカタツムリを拾い、
食したと思われる
サイパン島、北マリアナ諸島　2007年
12月
ゼラチン・シルバー・プリント

46
ペペノゴル砲台
米駆潜艇などを轟沈させたが、米
軍の攻撃で70人の隊員は2人を残
して全滅した
テニアン島、北マリアナ諸島　2004年
12月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

47
テニアンの茫々とした原野
テニアン戦では軍民1万2000人余
りが戦没し、そのなかには2千数
百人の朝鮮人も含まれている
テニアン島、北マリアナ諸島　2004年
12月
ゼラチン・シルバー・プリント
東京都写真美術館

48
大坂山に残る砲台
島北部の小高い丘、砲身に弾丸の
跡が食い込み、戦闘の激しさを示
している
硫黄島、小笠原諸島　2009年6月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

49
海軍医務科壕内の残骸
電灯をともす壕内には、便器のよ
うな医療品、ヤカン、洗面器など
が放置されていた
硫黄島、小笠原諸島　2009年6月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

50
星条旗壁画
米軍は硫黄島南海岸に上陸、4日後
に摺鉢山頂上に勝利の星条旗を揚
げたが、戦闘は1ヶ月余りに及んだ
硫黄島、小笠原諸島　2006年6月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

51
旧島民の墓
軍は硫黄島戦前、約1000人の住民
のうち82人を残し、内地に疎開さ
せた。旧島民の島への愛慕の情は
今なお篤い
硫黄島、小笠原諸島　2009年6月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

52
一家が消滅した仏壇
南部の糸満市喜屋武、摩文仁地区
には、一家が全滅したり消滅した
屋敷跡が点在している
沖縄県　2005年7月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

53
戦死した兵士の勲記
一家が消滅した伊禮家では、長男
猛さんが戦死、夫妻は沖縄戦で生
きながらえたが、その後死亡した。
前出の位牌に猛さんの名前が記さ
れている
沖縄県　2005年7月
銀色素漂白方式印画
東京都写真美術館

54
人骨
地元民間人を巻き込んだ沖縄戦で
は、軍民合わせ18万8000人余り
が戦没した。そのうち一般県民の
犠牲者は、約9万4000人に及んだ
沖縄県　2009年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

55
「集団死」が起きた渡嘉敷島・北山
米軍は沖縄本島に上陸前、慶良間
諸島に侵攻、家族、親戚同士が殺
し合う惨劇は、この山間で起き、
330人が犠牲になった
沖縄県　2009年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

偽満洲国

56
満州国皇帝　愛新覚羅溥儀の肖像
吉林省歴史博物館、長春　1989年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

57
「満州事変」の布告文
吉林省歴史博物館、長春　1989年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

58
関東軍司令部
（現在は中国共産党吉林委員会が使用）
長春　1989年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

59
新京神社鳥居
（現・長春市立幼稚園）
長春　1989年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

60
関東軍第731部隊ボイラー室跡
平房　1995年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

61
奉天ヤマトホテル（現・遼寧賓館）
瀋陽　1990年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

62
開拓団員の家・千振村長野屯
（現・樺南県民主郷）
黒竜江省樺南県　1995年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

63
千振村石川屯（現・樺南県民主郷）
黒竜江省樺南県　1995年
ゼラチン・シルバー・プリント
相模原市

シャオハイの
満洲

64
「満州国」時代の日本人開拓村
黒竜江省樺南県　1991年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

65
張　文普
ソ連が参戦した時、家族は祖母と
母、兄、姉の5人。列車に乗せら
れ、ハルビン市内の建物に収容さ
れた。最初の養父張に預けられ、
10歳のころ二番目の養父に引き取
られた
黒竜江省鶏西市　1981年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

66
殷　淑清
母と妹と3人で他の家族と一緒に馬
車で避難した。途中、東安省の密
山県と宝清県の県境の道に置き去
りにされ、そこで養父に拾われた
黒竜江省勃利県　1984年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

67
于　広徳
私は牡丹江省寧安県仙洞区三盆河
屯に駐屯していた。関東軍の倉庫
付近で中国人に拾われた
黒竜江省林口県　1982年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

68
王　英傑
家族は父母と私の下に弟がいた。父
は軍人かも知れない。昭和20年新
京市西三馬路で母は私を養父母に
預けた。母は弟を連れて帰国した
黒竜江省伊春市　1983年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

69
日本人孤児の家
遼寧省瀋陽市　1981年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

70
賀　忠仁
家族は父母と姉、兄との5人。ソ
連参戦まで吉林省・敦化県に住ん
でいた。敗戦から1、2年後、母が
病気になり姉が私を食堂主の養父
に預けた
吉林省敦化県　1983年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

71
穆　桂芝
家族は父母と下に弟と妹がいた。
ソ連が攻めてきて一家は延吉に避
難した。琿春に逆戻りし、そこで
母と妹が死亡、私と弟が中国人に
預けられた
黒竜江省鶏西市　1982年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

72
劉　徳永
家族は父母と妹、弟と私で牡丹江
駅近くに住んでいた。父母は避難
の途中、山河屯の開拓村で死亡し
た。私はそこで養父に拾われた。
妹と弟の行方は分からない
黒竜江省五常県　1984年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

73
張　暁霞
家族は母と上に兄と姉がいた。昭
和20年秋、母は私を満英奎という
旅芸人に預けた。満はその後、同
じ旅芸人の張丹庭に引き渡した
黒竜江省阿城県　1983年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

74
「満州国」時代の日本人開拓村
黒竜江省樺南県　1995年
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵



ヒロシマ

75
高橋昭博（当時14歳）
爆心地から約1.4km、広島市立中
学校（現・基町高校）の校庭で被爆。
後頭部、背中、両手足を焼かれ、
幽霊のような体で草津の自宅にた
どり着いた。1年半の闘病生活で
九死に一生を得る。原爆禍を語り
続けて3000回以上になる
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

76
広島平和記念公園内の
レストハウス地下室
爆心地から約170m、旧燃料会館。
地下を除いて全焼、ここには被爆
時37人がいたが、地下にいた野村
英三さん一人が奇跡的に助かった
2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

77
沼田鈴子（当時21歳）
爆心地から約1km、広島逓信局で
被爆。負傷した左足首が化膿し、
麻酔もなく大腿部を切断される。
死臭ただよう仮収容所で断末魔の
地獄を見る。婚約者も戦死し自死
と隣り合わせの日々を過ごすが、
再生したアオギリに生き抜くこと
を教えられる
2009年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

78
焼け焦げた「戦時石鹸」
爆心地から約1.6km、市内・千田
町の広島貯金局（現・広島地方貯
金局）で発見された
広島原爆資料館所蔵、澤井美智子氏
寄贈　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

79
坪井　直（当時20歳）
爆心地から約1.2km、通学途中の
富士見町で被爆。数メートル吹き
飛ばされ、気がつくとシャツが燃
えていた。以後記憶が遠のき母に
救助されてからの40日間、何が
あったか分からない。医師に何度
も見離されたが生き抜いた。反核
運動に尽力
2009年12月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

80
焼けた懐中時計
爆心地から約1.1km、市内・水主
町（現・加古町）の焼け跡でみつ
かった
広島原爆資料館所蔵、八谷定徳氏寄
贈　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

81
郭　福順（当時17歳）
父の仕事で小学校3年の時「星野福
子」の日本名で広島に移り住んだ。
郊外の家族と離れ、爆心地から約
900mの市内・大手町で被爆。残骸
の下敷きになったが奇跡的に助
かった。3歳だった弟は「姉ちゃん
水…」そう言って息を引き取った
2009年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

82
ガラス板の融解塊
収集場所不明、原爆による二次災
害のもと、融けて固まったと思わ
れる
広島原爆資料館所蔵　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

83
久保浦寛人（当時19歳）
爆心地から約2km、国鉄広島駅司
令室で被爆。青白い閃光の後、
バットで殴られたような衝撃を受
け、意識を失った。13回の手術で
左眼球を失う。自殺を何度も考え
たが「苦しみを背負う心の中に楽
土はある」、そう言いきかせ、思
いとどまった
2009年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

84
焼け焦げた帽子
爆心地から約1km、市内・雑魚場
町（現・国泰寺町）の延焼を防ぐた
めの建物疎開跡でみつかった
広島原爆資料館所蔵、西迫哲夫氏寄
贈　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

85
寺前妙子（当時15歳）
爆心地から約550m、市内・中町
の広島電話局で学徒動員中被爆。
真白の閃光とドーンという音の後、
真っ暗になり闇の中で一人念仏を
唱える。火に追われるように比治
山へ逃げた。生死をさ迷い顔面の
手術で左眼球を失う。妹は被爆5
日後死亡した
2009年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

86
溶けた茶碗の塊
爆心地から約500m、市内・袋町
で収集された、中央部の白い物は
人骨のように見える
広島原爆資料館所蔵、松重寿栄子氏
寄贈　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

87
桑原千代子（当時14歳）
爆心地から約1km、市内・雑魚場
町（現・国泰寺町）で、建物疎開の
作業中被爆。薄暗いなかをさ迷う
うち5人のクラスメートに会い、宇
品の自宅に向けて逃げた。幽霊の
ような人の群れ。5人のうち1人は
自宅で死亡、他の消息は分からない
2009年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

88
焼け焦げた教室の壁
爆心地から約460m、広島市立袋
町小学校・平和資料館。ここでは
全生徒1600人のうち約1450人が疎
開、残された140人が被爆死した
2009年12月
発色現像方式印画
作家蔵

89
有重舜年（当時8歳）
爆心地から約1.5km、市内・舟入
本町の自宅で被爆。爆風で倒壊し
た家屋に閉じ込められ、家の外に
いた母に助けられた。背中に火傷
を負った母は被爆から4日後に死
亡。母とともにいた姉も後を追う
ように原爆症で亡くなった
2009年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

90
ケースに入った眼鏡
爆心地から約500m、市内・堺町
の焼け跡で収集された
広島原爆資料館所蔵、平柿アヤノ氏寄
贈　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

91
金井法子（当時16歳）
爆心地から約550m、市内・中町
の広島中央電話局で女子挺身隊員
として勤務中被爆。閃光の記憶は
ないが轟音後、闇に包まれた。隣
接する校庭では体が黒く焼けた子
どもたちが助けを求めていた。被
爆後、原爆症に苦しみ、死線をさ
迷った
2009年5月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

92
焼け焦げた分電盤
爆心地から約350m、広島市立本
川小学校・平和資料館。この学校
では教職員13人、児童約400人が
爆死した
2009年12月
発色現像方式印画
作家蔵

93
今口賢一（当時6歳）
爆心地から約2km、市内・舟入町
の舟入国民学校で被爆。閃光を受
け、気がつくと真っ暗のなか、残
骸の下敷きになっていたが軽傷で
すんだ。父は出征し、自宅にいた
母と4人の兄弟は無事。画業に生
涯をかけ、惨禍の記憶をカンバス
に託す
2009年9月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

ナガサキ

94
岩崎シズカ・マリア（当時15歳）
爆心地から約1.8km、市内・本原
町（現・辻町）の自宅で被爆。親族
13人のうち義母は自宅で、弟1人
は同、500mで被爆後死亡。長兄
は外地で戦死。修道女に一生を捧
げる
2008年10月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

95
被爆したマリアの木像
爆心地から約500m、倒壊した浦
上天主堂跡で奇跡的にみつかった。
眼球は吹き飛び顔面が熱線で焼け
ている
2004年7月
発色現像方式印画
作家蔵

96
下平作江（当時10歳）
爆心地から約800m、市内・油木
町の防空壕で被爆、一命をとり止
める。自宅は同、約300mの駒場
町にあり、家族のうち父はすでに
なく、母と姉は黒焦げの状態で爆
死。次兄も原爆死。長兄は外地で
戦死。妹は原爆症に苦しみ自死
2008年6月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

97
爆心地　市内・松山町の地層
2008年10月
発色現像方式印画
作家蔵

98
谷口稜曄（当時16歳）
爆心地から約1.8km、市内・住吉
町の路上で、電報配達中に被爆。
背中全体と両腕を焼かれ、左の腕
からは皮膚がたれ下がっていた。
救助されて1年9ヶ月、腹這いの
まま身動きできず、死ばかりを考
えた。反核運動に力を注ぐ
2008年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

99
焼け焦げた懐中時計
爆心地から約300mの市内・浜口町、
妻が3日間かけて探し当てた夫の
遺骨からみつかった
長崎原爆資料館所蔵　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

100
林　京子（当時15歳）
爆心地から約1.3km、学徒動員先
の市内・三菱兵器大橋工場で被爆。
多数の死傷者が出るなか、一命を
とりとめた。急性原爆症に冒され
るなど、被爆体験をもとに、凄惨な
原爆禍を、祈りと鎮魂のまなざし
で描き、「原爆文学」に昇華させる
2009年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

101
焼けた手鏡
爆心地から約500m、市内・城山
町の被災地で収集された
長崎原爆資料館所蔵　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

102
小峰秀孝（当時5歳）
爆心地から約1.5km、市内・西郷
狩股（現・錦町）のビワ畑で被爆。
両手両足、腹部に火傷を負う。足
は3回手術を受ける。家族8人の
うち祖父が1週間後に原爆症で死
亡。小学校時のいじめ、成人して
からの差別と失恋、自死を幾度も
考えた
2008年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

103
溶けたガラスビン
爆心地から約360m、市内・平野町
の家屋改築中に地中でみつかった
長崎原爆資料館所蔵　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

104
吉田勝二（当時13歳）
爆心地から約850m、市内・江里
町で被爆。瞬間、田んぼの中へ飛
ばされ気を失う。生死の渕をさ迷
い手術を13回受ける。その心身の
苦を生かし反核運動に力を尽くす。
2010年4月死去、享年78
2008年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

105
溶けたガラス塊
爆心地から約1.2km、三菱重工長
崎幸町工場に勤務、奇跡的に助
かった被爆者が療養復帰後、被災
地跡で採取した
長崎原爆資料館所蔵　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

106
池田早苗（当時12歳）
爆心地から約2km、母とともに市
外・福田村（現・市内・福田町）で
被爆、軽い傷を負う。同、約800m
の市内・西町（現・江里町）の自宅
で姉と弟が被爆。姉と妹2人、弟
2人が原爆症で次々死亡。弟と妹
を泣きながら荼毘に付す
2008年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

107
炭化したコンクリート壁面の
「木れんが」
爆心地から約500m、長崎市立城
山小学校・平和祈念館。この学校
では児童約1400人のうち約1350
人が死亡した
2009年5月
発色現像方式印画
作家蔵

108
山川ノエ子（当時20歳）
爆心地から約2.4km、市内・住吉
町の三菱兵器トンネル工場で被爆、
難を免れた。家族5人のうち母は
同、約1.8kmの家野町の自宅で原
爆死。姉は市内で白骨化してみつ
かり、妹も市内で被爆、家にたど
り着いて間もなく死亡した
2008年10月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

109
赤いカップ
爆心地から約350m、市内・山里
町で遺体捜索中に収集された
長崎原爆資料館所蔵　2010年4月
発色現像方式印画
作家蔵

110
内田　伯（当時16歳）
爆心地から約1.4km、市内・三菱
兵器工場で被爆。頭と首に重傷を
負う。救援隊に助けられ一命をと
りとめる。同、約200mの自宅で
は父と姉、2人の弟と妹の5人が
爆死。家の焼け跡で、粉のように
なった遺骨がみつかった
2008年7月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵

111
長崎県防空本部（立山防空壕）跡
爆心地から約2.7km、原爆投下時、
県知事以下要員がこの場で執務に
当たった
2008年10月
発色現像方式印画
作家蔵

112
奥村アヤ子（当時8歳）
爆心地から約800m、市内・城山
町の自宅近くで被爆。家族9人の
うち父母、兄弟8人が原爆死。一
人奇跡的に命をとり止め原爆孤児
に。鉄道線路に立ち、川の渕に身
を寄せ、何度も自死を考えた
2008年8月
ゼラチン・シルバー・プリント
作家蔵
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